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自然エネルギーを利用した発電所づくりと電気

の自給自足で脱原発と脱炭素を目指します 

「グリーンコープでんき」はオンサイトＰＰＡモデルによる太陽光発電設備を 

グリーンコープ関連施設に設置し、送配電網を通さずに発電した 

電気を消費する『電気の自給自足』を推進していきます 

出典：資源エネルギー庁『集計結果又は推計結果（総合エネルギー統計） 

｢時系列表｣』よりグリーンコープでんきで作成 

私たちの生活になくてはならない電気、その電気はどのようにしてつくられているの

でしょうか？資源エネルギー庁の２１年度の総合エネルギー統計速報データによる

と、日本で使われる電気の約７割は化石燃料を燃焼してつくられています。そして、

ほぼ全ての燃料を輸入に頼っています。しかし、化石燃料を燃やす火力発電は地

球温暖化の原因となる二酸化炭素を排出し、また、世界情勢、為替レートの影響を

受けるため経済面でのリスクも高いと言えます。昨年来の電気代の高騰は日本が火

力発電に依存していることが原因で、国がエネルギー政策を怠たってきた結果で

す。それにも関わらず国はウクライナ情勢によるエネルギー危機対策、気候変動対

策、エネルギー安定供給、電力料金上昇抑制などを理由として、原発回帰に向け

た動きを加速させています。力を注ぐべきなのは再エネ拡大や蓄電池の次世代型

開発とコストダウン、省エネ推進ですが、寧ろ、気候危機、エネルギー、原発に関わ

る問題を悪化させています。このような政策に異議を唱え声をあげていく一方で、私

たちは自分たちでできることを実践していく必要があると思います。 

グリーンコープ施設 

保
守
管
理

パ
ネ
ル
設
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建設コストが下がり、着工から発電するまでのリードタイムが短い太

陽光発電は２０３０年度末に１０４～１１８GW の導入が目標とされて

いますが、適地の減少や乱開発の規制、固定価格買取制度による

買取単価の低減などもあって、認定設備容量は近年、縮小傾向で

す。また、太陽光発電に限らず、再エネ発電所をつくる上で系統接

続の問題があります。送電線や変電設備の容量には限度があり、そ

の容量は接続したい地域の送電線や変電所によって異なりますが、

近年、この送電線に空きがなく系統に接続できない、また、系統制

約がない場合でも、発電事業者が一般送配電事業者から再エネの

接続の際に発電設備費等の事業費を超える高額な連系工事費負

担金を請求される「工事費負担金問題」もあり、再生可能エネルギ

ーの普及がなかなか進んでいません。そのような状況下で、系統を

通さずに発電した電気を自家消費する動きが増えてきています。 

発電事業者が、需要家が所有する建物の屋根などのスペ

ースの提供を受け、電力を消費する施設と同一敷地内に

発電設備を設置し、発電した電力を需要家に供給するとと

もに発電設備の運用・保守を行う仕組みをオンサイト PPA

と言います。※PPA：Power Purchase Agreement（電力購

入契約）の略。 

 

【需要家側のメリット】 

■初期費用 0 円で自家消費型太陽光発電を設置できる 

■二酸化炭素排出量の削減につながる 

■電気料金高騰の影響を受けることがない 

■停電などが起こった場合、非常電源となる 

■パネルを屋根に置くことで建物の遮熱効果が高まる 

【発電事業者側のメリット】 

■土地などを取得することなく再エネ発電所を建設できる 

■系統接続を心配する必要がなくなる 
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この春、５つのグリーンコープ関連施設の 

屋根で発電が始まります！ 

強い放射性を持つ高レベル放射性廃棄物は原料のウラン鉱石

と同程度の放射能レベルに低下するまで約１０万年が必要 

ストレージパリティの達成に向けた太陽光発電設備等の価格低減促進事業 

ストレージパリティの達成に向けた太陽光発電設備等の価格低減促進事業 

 
これからもいっぱい

創っていくよ！ 

ストレージパリティの達成に向けた太陽光発電設備等の価格低減促進事業 

定格出力：44.95kW 

年間発電量：58,559 kWh 

自家消費率：29.6％ 

年間ＣＯ２削減量：22t-CO2 

定格出力：24.95kW 

年間発電量：3８,267 kWh 

自家消費率：42.3％ 

年間ＣＯ２削減量：17t-CO2 

定格出力：40.0kW 

年間発電量：68,361 kWh 

自家消費率：18.6％ 

年間ＣＯ２削減量：30t-CO2 

定格出力：44.95kW 

年間発電量：67,045 kWh 

自家消費率：41.2％ 

年間ＣＯ２削減量：29t-CO2 

定格出力：40.0kW 

年間発電量：64,709 kWh 

自家消費率：33.1％ 

年間ＣＯ２削減量：28t-CO2 

※発電量・自家消費率・CO2 削減量は見込です ※発電量・自家消費率・CO2 削減量は見込です 

※発電量・自家消費率・CO2 削減量は見込です 

※発電量・自家消費率・CO2 削減量は見込です 

※発電量・自家消費率・CO2 削減量は見込です 

※２１年度の全国平均係数0.000433ｔ-ＣＯ2から算出 

※２１年度の全国平均係数0.000433ｔ-ＣＯ2から算出 

※２１年度の全国平均係数0.000433ｔ-ＣＯ2から算出 

※２１年度の全国平均係数0.000433ｔ-ＣＯ2から算出 
※２１年度の全国平均係数0.000433ｔ-ＣＯ2から算出 
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■グリーンコープでんき 

 

 

生協名
GC事業所
契約件数

組合員
契約件数

契約容量
(kW)

しがまる生協 1 0 4

ＧＣ生協おおさか 8 61 286

ＧＣ生協ひょうご 8 38 189
ＧＣ生協とっとり 3 47 224

ＧＣ生協（島根） 1 103 445
ＧＣ生協おかやま 4 182 759

ＧＣ生協ひろしま 9 205 922
ＧＣやまぐち生協 5 470 2,006

ＧＣ生協ふくおか 98 1,997 8,833
ＧＣ生協さが 17 125 727

ＧＣ生協（長崎） 11 228 1,153
ＧＣ生協くまもと 36 552 2,873

ＧＣ生協おおいた 15 308 1,345

ＧＣ生協みやざき 2 161 595

ＧＣかごしま生協 11 212 955

単協計 228 4,689 21,312
(一社)グリーンコープでんき(低圧) 70 569
(一社)グリーンコープでんき(高圧) 67 4,876

総合計 365 4,689 26,757  
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・グリーン電力出資金は、市民発電所の建設費に充て 
られています。 

・２０２３年１月次支出総額は７億６,７８１万円で、残高は 
２億２,０７６万円となっています。 
市民発電所の建設は継続して調査や検討をすすめて 
います。 

１月にグリーンコープでんきを供給した契約件数は、
グリーンコープ事業所、組合員契約件数、グリーンコ
ープ商品のお取引先も含め下表のとおりです。 

【関西電力エリア】 
・ながわ小水力発電所・・・・・・・・・・６９．７％ 
・三峰川第一・第二発電所・・・・・・２７．８％ 
・家庭用太陽光発電・・・・・・・・・・・・・２．５％ 
【中国電力エリア】 
・敦賀グリーンパワー・・・・・・・・・・・・６９．１％ 
・株式会社クリーンエネルギー五色（酉島風力） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８．６％ 
・家庭用太陽光発電・・・・・・・・・・・・２．３％ 
【九州電力エリア】 
・敦賀グリーンパワー・・・・・・・・・・・ ９７．５％ 
・杖立温泉熱バイナリー・・・・・・・・・・１．１％ 
・家庭用太陽光発電・・・・・・・・・・・・１．１％ 
・馬洗瀬小水力発電所・・・・・・・・・・０．３％ 
 
※グリーンコープでんきは、電源となっている発電所を

すべて特定しています。 
※グリーンコープでんきの電源には、原発由来の電気

は一切含まれていません。 

＜2022 年１2 月・2023 年１月発電量実績＞ 

（一社）グリーンコープでんき各発電所の２０２２年１２月・

２０２３年１月の実績です。 

《発電・売電実績》 

・発電量は前年実績比９６．９％でした。 

・売電額は前年実績比９７．０％でした。 

《出力制御について》 

出力制御指示による売電損失額（ＰＲ値から想定） 

・神在太陽光発電所…  １７１，３３６円 

・深年太陽光発電所…        ０円 

・グリーン未来ソーラー… １５８，２３７円 

・若宮・広島・山口西部…       ０円 

■市民発電所 

■グリーン電力出資金 

グリーンコープでんき託送料金訴訟 

『判決期日』のご案内 
２０２０年１０月１５日に提訴して以降、第１回期日

（2021.1.13）から第９回期日（2022.11.14）まで審

理を経て結審へとたどり着きました。 

●判決期日…２０２３年３月２２日（水）午後２時 
●場所………福岡地方裁判所 １０１法廷 
●判決の言い渡しは５分程度で、その後、弁護士

会館（４０１会議室）で集会を開催します。 
※判決期日と集会については、グリーンコープ

ホームページにて詳細をご案内します。 

・皆さんから出資いただいたグリーン電力出資金の 

総額(実際に振り込んでいただいた額)は、 

９億８.８５７万円になっています。 

・出資目標額(積立目標額)は、２０２３年１月２５日 

現在で１０億８.４０８万円になっています。 

発電所 出力(kW) 発電量(kWh) 売電額(円) 出力制御損失（円）

神在太陽光発電所 1,057 122,780 4,911,200 171,336
平池水上太陽光発電所 1,260 197,920 7,125,105 ―

深年太陽光発電所 1,550 290,066 10,442,391 0
若宮物流センター 47 4,897 176,295 0
広島物流センター 47 6,053 217,923 0
やまぐち西部地域本部 54 5,767 184,538 0
ｸﾞﾘｰﾝ未来ｿｰﾗｰ(10箇所) 244 48,240 1,013,030 158,237

合　　計 4,259 675,723 24,070,481 329,573

988,578,500
これまで支出した事業と金額 767,810,221

220,768,279

これまで出資いただいた金額

神在太陽光発電所、平池水上太陽光発電所、深年太陽光発電所、若
宮物流センター、広島物流センター、やまぐち西部地域本部、グ
リーン未来ソーラー発電所、豊浦太陽光発電所、馬洗瀬小水力発電
所、杖立温泉熱バイナリー発電所、ながわ小水力発電所、霧島太陽
光発電所、熊本菊池太陽光発電所

グリーン電力出資金の残高

■１月の電源構成 
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